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１．はじめに  

日本では，少子化が深刻な問題となっており，子育

て環境の向上が必要である．また女性の大学進学率

や社会進出が増えてきており，地方を離れ，都市部で

暮らす女性が増えている．そのため，都市部から地方

へ帰省する際など乳児を伴う都市間移動を行う機会

も増えている．全国幹線旅客純流動調査によると都

市間移動の目的が「私用・帰省」である割合は，平日

では 19.8%，休日では 27.6％を占めており，都市間移

動の満足度をあげるうえで無視できない数字である

（図-1）1）．しかし，交通分野における乳幼児を伴う

人々の支援策は優先席などのハード対策は行われて

いるものの，十分とは言えない状況である．そのた

め，交通機関である航空・鉄道は乳幼児を持つ人の快

適性を確保することが求められる． 

本研究では，物理的，精神的に制約を受ける乳幼児

を伴う都市間移動時の課題の把握を行い，今後，航

空・鉄道分野が取り組むべき乳幼児を伴う移動を行

う人々に対する支援策の提案を行うことを目的とす

る． 

 

図-1 旅行目的別流動量構成率 

2．既往研究と本研究の位置づけ 

本研究と同様に乳幼児を持つ人の交通移動に関す

る研究の実績は乏しい． 

新福らは，東京都内を対象とし，乳幼児を伴う外出

行動の実態についてヒアリング調査を基に把握し，

乳幼児を伴う外出を支援する環境整備のための示唆

を得ている 2）．辰巳らは，地方都市における都市内交

通に着目し，PT 調査データ（外出率，生成原単位，

代表交通手段，マストラ分担率，トリップ長，トリッ

プ時間の項目）から乳幼児を持つ女性と持たない女

性の交通行動の相違を把握している 3）．また，福岡県

に居住する人々を対象にアンケート調査を実施して

おり，乳幼児連れの人々の優先席利用及びベビーカ

ーの使用，乳幼児のぐずり，航空機の乳幼児連れ優先

搭乗，乳幼児連れ優先駐車スペースの設置に関する

意識について分析を行っている 4）． 

以上のように都市内や地域内移動などの中距離移

動や近距離移動時を対象としている研究はあるが，

本研究で対象としているように航空・新幹線による

都市間移動に着目した研究は筆者が調べた範囲では

ない． 

 

3．調査方法 

 本研究では，乳幼児を伴う都市間移動の実態を把

握するために，2018 年 3 月に小松空港でモニター調

査を行った．モニター調査では，まず，乳幼児を持ち，

これまで鉄道を利用して地方から都市部に移動をし

ていた人を対象に，アンケートを行い，乳幼児を伴っ

たときの鉄道による都市間移動の課題について抽出

を行った．その後，そのモニターに航空を利用して地

35.5 

6.3 

26.6 

45.7 

19.8 

27.6 

18.0 

20.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日１日

休日1日

仕事 観光 私用・帰省 その他

（注）旅行目的不明を除く.

資料）国土交通省「全国幹線旅客純流動調査」（2005年）

キーワード 乳幼児 都市間交通 航空移動 鉄道移動 

連絡先 〒920-1192 石川県金沢市角間町 金沢大学 ＴＥＬ076-234-4914 

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-255-

Ⅳ-128

 



方-都市間を移動していただき，再びアンケートを行

うことで，乳幼児を伴ったときの航空移動の課題の

把握を行った．モニター調査の様子について図-2，図

-3 に示す． 

 

 

図-2 航空利用前のアンケート調査の様子 

 

図-3 航空利用前のアンケート調査の様子 

 

4．調査結果に基づく課題の把握 

 乳幼児を伴う鉄道移動時の課題についてのアンケ

ートでは，大きく「乳幼児がいるからこそ感じていた

不便なこと」「乳幼児の年齢がいくつのときに最も大

変であったか」について把握を行った． 

 乳幼児がいるからこそ感じていた不便なことにつ

いては，乗り換え時に最も苦労しており，理由とし

て，乳幼児をおんぶした状態で階段上り下りするこ

とが大変であること，乗り換え時間が短いことが挙

げられた．最も苦労した乳幼児の年齢は 2 歳という

意見があり，その理由としては新幹線の中でぐずる

ことが多いからであった．新幹線の場合，あやすため

にデッキが用意されているが，混雑時には使えない

という不満もあった． 

乳幼児を伴う鉄道移動時の課題についてのアンケ

ートでは，大きく「航空移動を経験した結果，乳幼児

がいるからこそ感じた快適だったこと」「航空移動を

経験した結果，乳幼児がいるからこそ感じた不便だ

ったこと」について把握を行った． 

快適であったことに関しては，鉄道移動に比べ，総

移動時間は長いが，飛行機に乗っている時間は短く

拘束される時間が短いことが挙げられた．不便なこ

とに関しては，座席の間隔が狭いため，食事をとるこ

とが難しいこと，前の座席を蹴ってしまい周りの乗

客に迷惑かけたことが挙げられた． 

 

5．まとめと今後の課題 

 本研究では，モニター調査を行い，乳幼児を伴う都

市間移動時における課題について，鉄道移動時，航空

移動時に分けて把握した． 

乳幼児を伴う場合，鉄道移動と航空移動の両者に

課題があり，それぞれの交通機関に不便な点・便利な

点があることが分かった．特に鉄道移動では乗り換

え時に発生する課題，航空移動では座席が狭いこと

による課題が多くみられた． 

今後は，モニター調査の結果を踏まえて，乳幼児を

伴い，鉄道・航空による都市間交通を行ったことがあ

る人を対象に Web アンケートを行い，乳幼児を持つ

親の個人属性ごとの課題を明らかにする． 
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